
 

 

と
い
っ
た
挨
拶
が 

あ
り
ま
し
た
。 

      

続
い
て
、
令
和 

3
年
度
の
事
業
報 

告
（
前
号
で
詳
細 

を
掲
載
）
と
決
算
、 

令
和
4
年
度
の 

事
業
計
画
と
予
算 

案
が
審
議
さ
れ
、 

原
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
が
依
然
不
透
明
な

こ
と
か
ら
、
参
加
者
お
よ
び
関

係
者
の
健
康
・
安
全
面
を
第
一

に
考
慮
し
、
昨
年
に
引
き
続
き

市
場
開
放
デ
ー
の
開
催
を
中
止

す
る
と
と
も
に
、
野
球
や
ゴ
ル

フ
等
の
福
利
厚
生
事
業
も
中
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
こ
と
で
支
出
が

減
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に 

引
き
続
き
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
の

た
め
の
負
担
金
を
免
除
す
る 

と
と
も
に
、
新
た
に
協
会
会
費

の

2

ケ
月
分
を
免
除
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
管
理
C
と
北

冷
の
定
時
株
主
総
会
が
開
催 

さ
れ
、
両
者
と
も
原
案
ど
お
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。  

市場協会役員名簿 令和4年7月1日(敬称略)

役 員 名 氏　　名 所　　属 役　職　名

理 事 長 植田　孝 大果大阪青果 ㈱ 代表取締役会長

副理事長 西田　景典 大阪府青果卸売協同組合 理 事 長

副理事長 榎本　昭弘 大阪府水産物卸協同組合 理 事 長

理 　事 山口　秀雄 府中央市場管理センター㈱ 代表取締役社長

理 　事 宮前　茂 府中央市場管理センター㈱ 統　括

理 　事 三木　博司 大阪北部中央青果 ㈱ 代表取締役社長

理 　事 山岡　茂 大阪北部中央青果 ㈱ 常務取締役

理　 事 酒井　孝博 大果大阪青果 ㈱ 専務取締役 北部支社長

理　 事 橋爪　康至 ㈱ うおいち 代表取締役社長

理　 事 川辺　浩一 ㈱ うおいち 執行役員北部支社長

理　 事 山橋　英一郎 ㈱ 大　　水 代表取締役社長 執行役員

理 　事 花木　章男 ㈱ 大　  水 執行役員 北部支社長

理　 事 永富　完次 大阪府青果卸売協同組合 副 理 事 長

理 　事 阪本　芳雄 大阪府水産物卸協同組合 副 理 事 長

理 　事 巽　計廣 ㈱ 北部冷蔵サービスセンター 代表取締役社長

(理事15名)

監　 事 平川　秀光 大阪府青果卸売協同組合 副 理 事 長

監　 事 吉田　貴与志 大阪府水産物卸協同組合 副 理 事 長

(監事2名)

絵：「ブドウ」 

（１）令和 4年 6月 28日 第 364号 

大阪府中央卸売市場 
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協
会
の
理
事
会 

市
場
協
会
の
令
和
4
年
度

通
常
理
事
会
（
植
田
孝
理
事
長
）

が
6
月
25
日
、
管
理
棟
7
階

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
理
事
長
よ
り
「
市
場

は
、
府
民
、
市
民
の
食
を
あ
ず

か
る
重
要
な
立
場
。
食
の
供
給

源
と
し
て
片
時
も
食
の
流
通
を

止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

コ
ロ
ナ
な
ど
に
負
け
ず
、
皆
で

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
。
」 

標
記
会
議
（
山
口
秀
雄
議
長
）

が

6

月

16

日
に
管
理
棟
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

■
府
か
ら
の
報
告 

〇
令
和
4
年
度
の
取
扱
高 

4
～
5
月
の
市
場
全
体
の

取
扱
高
は
、
前
年
度
比
較
で
、

金
額
ベ
ー
ス
約

2.5

億
円
、 

 

1.8

%
増
、
直
接
集
荷
は
金
額 

ベ
ー
ス
約
1.8
億
円
、
9.9

%
増
。 

○
直
接
集
荷
の
届
出 

 

直
接
集
荷
の
届
出
は
、
毎
月

翌
月
の
10
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
改
め
て

確
認
・
周
知
の
た
め
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
全
て
の
仲
卸
店
舗

に
配
布
す
る
予
定
。 

常
駐
代
表
者
会
議 

 

次ページに続く 

 植田理事長 

tel:(072)636-3698


 

 

 

  

 

 

大阪府新型コロナウイルス対策本部会議からの要請 （令和 4 年 5 月 23 日から当面の間） 
 

○
大
掃
除 

 

今
年
度
第
1
回
目
の
大
掃

除
を
6
月
10
日
（
金
）
に
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
は
水
産
中
卸

関
係
の
開
始
を
8
時
半
か
ら

に
早
め
る
な
ど
、
参
加
促
進
に

留
意
し
て
取
組
み
ま
し
た
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
例
年
よ
り
も

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

                     

市場だより 令和 4年 6月 28日（４） 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

8
月
5
日
（
金
）
に
、
協
会
と

衛
検
主
催
で
、
食
中
毒
予
防
と

H

A

C

C

P
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
た
衛
生
管
理
等
に
つ
い

て
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

午
前
11
時
か
ら
水
産
関
係
、

午
後

1

時
か
ら
青
果
関
係
の 

二
部
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す

の
で
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

○
ネ
ズ
ミ
・
ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除 

 

6
月
11
日
（
土
）
に
一
斉 

駆
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

協
会
で
は
駆
除
剤
の
購
入
の

斡
旋
を
し
て
い
ま
す
が
、
団
体

に
よ
っ
て
は
、
独
自
に
取
組
み

を
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

2
月
の
常
駐
会
議
で
ネ
ズ

ミ
の
被
害
が
話
題
に
な
っ
た 

こ
と
か
ら
も
、
よ
り
強
力
な 

取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

（
2
ペ
ー
ジ
を
参
照
） 

○
検
便 

食
中
毒
等
予
防
に
向
け
、 

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
や
赤
痢

菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
検
便
検

査
を
実
施
し
、
539
人
の
方
が 

検
査
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

現
段
階
で
1
人
の
方
の
陽

性
が
判
明
し
、
医
療
機
関
で
迅

速
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

《

5

月
・
単
月

》 

卸
売
業
者
取
扱
高 

お
知
ら
せ 

○
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習 

茨
木
労
働
基
準
協
会
に
出
張

い
た
だ
き
、
標
記
の
運
転
技
能 

講
習
が
当
市
場
で
実
施
さ
れ
、

26
人
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
週
、
水
曜
の
1
日
か
け
て

の
講
習
で
、
全
員
、
免
許
を
取

得
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
特
に

座
学
テ
ス
ト
で
は
8

人
の
方

が
満
点
で
、
講
師
か
ら
高
く 

評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

《

4

月
～

5

月
・
累
月

》

 

協
会
の
部
会
活
動 

 

中村場長も早朝より参加 

 
 
【府民の皆様へ】 

〇旅行等、都道府県間の移動は、感染防止対策を徹底するとともに、

移動先での感染リスクの高い行動を控えること 

〇会食を行う際は、以下のルールを遵守すること 

・ゴールドステッカー認証店舗を推奨   

・マスク会食の徹底 

〇感染防止対策（３密の回避、マスク着用、手洗い、こまめな換気等） 

の徹底 

 
 
【企業の皆様へ】   

〇在宅勤務（テレワーク）の活用、時差出勤、自転車通勤等、人との 

接触を低減する取り組みを進めること 

〇休憩室、喫煙所、更衣室などでマスクを外した会話を控えること 

○高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクのある従業者、 

妊娠している従業者、同居家族に該当者がいる従業者について、 

テレワークや時差出勤等の配慮を行うこと 

○業種別ガイドラインを遵守すること 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 9,705 100.7 2,195,864 109.4 

果   実 2,737 87.3 1,188,782 99.9 

小   計 12,442 97.4 3,384,646 105.9 

 

 

水産物 

生鮮水産物 1,347 86.6 1,306,752 113.0 

冷凍水産物 175 93.8 248,490 116.8 

加工水産物 722 84.4 782,636 86.7 

冷 凍 食 品 300 92.2 154,980 94.4 

小   計 2,544 87.1 2,492,857 102.3 

総     計 14,986 95.5 5,877,503 104.4 

 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 19,140 94.2 4,433,716 108.5 

果   実 6,093 89.1 2,732,476 105.0 

小   計 25,233 92.9 7,166,192 107.2 

 

 

水産物 

生鮮水産物 2,798 86.9 2,586,690 108.2 

冷凍水産物 399 102.5 538,169 123.2 

加工水産物 1,547 84.2 1,684,691 88.4 

冷 凍 食 品 592 89.1 314,071 95.4 

小   計 5,337 87.3 5,123,622 101.2 

総    計 30,570 91.9 12,289,813 104.6 

 



  

 

 

 

◎
梅
雨
時
の
食
中
毒
、
三
原
則

で
防
ご
う 

 

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
気
温
や

湿
度
が
高
く
な
り
、
細
菌
性
の

食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。 

細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

予
防
の
基
本
は
次
の
三
原
則
で

す
。 

 
 

                  

◎
多
発
‼ 

ア
ニ
サ
キ
ス

食
中
毒 

令
和
３
年
の
統
計
で
は
、 

全
国
に
お
け
る
食
中
毒
発
生 

件
数
の
約
半
数
が
ア
ニ
サ
キ
ス

に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

（３）市場だより 令和 4年 6月 28日 

当
市
場
の
建
替
え
再
整
備
の

基
本
計
画
策
定
を
具
体
的
に
進

め
て
い
く
た
め
、
6
月
18
日
に

「
第
1
回
大
阪
府
中
央
卸
売

市
場
再
整
備
検
討
会
議
」
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
場
内

事
業
者
を
は
じ
め
、
学
識
経
験

者
、
大
阪
府
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
検
討
会
議
で

は
、
開
設
者
に
加
え
、
計
画
策
定

支
援
業
務
の
委
託
先
で
あ
る 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が 

事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

当
市
場
等
の
周
辺
道
路
問
題
対
策
協
議
会 

5
月
30
日
に
、
開
設
者
、 

管
理
C
、
協
会
・
警
備
の
ほ
か
、

市
役
所
、
警
察
、
府
土
木
事
務

所
、
食
品
流
通
C
、
北
大
阪 

 

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
管
理
者

で
あ
る
泉
北
高
速
鉄
道
㈱
や 

㈱
ケ
イ
シ
ン
も
参
加
し
て
、 

標
記
会
議
が
管
理
棟
7
階
で
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
市
場
と
食
品
流
通
C
の

間
の
市
道
宮
島
2
号
線
に
お

け
る
午
前
中
の
通
行
規
制
の
解

除
及
び
違
法
駐
車
対
策
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

通
行
規
制
の
解
除
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
ま
ず
は
、
秋
の
交
通 

 

安
全
週
間
の
時
期
を
目
安
に
、

北
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

内

の
市
道
宮
島

4

号
線
等
も 

含
め
、
違
法
駐
車
車
両
の
排
除

活
動
に
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
そ
の
効
果
も
見
据
え

つ
つ
、
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
設
置

等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま 

 
 

し
た
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

今
回
は
、
再
整
備
基
本
計
画

の
位
置
づ
け
や
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
計
画
の
検
討
の

方
向
性
や
構
成
案
、
計
画
の 

議
論
の
場
と
し
て
場
内
事
業
者

で
構
成
す
る
分
科
会
の
設
置
等

に
つ
い
て
大
阪
府
か
ら
説
明
が

あ
り
、
場
内
事
業
者
を
中
心
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
、
11

月
頃
に
基
本 

計
画
の
た
た
き
台
を
基
に
し
た

議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

               

出
典
：
厚
生
労
働
省
、
大
阪
府
食
中
毒 

統
計
資
料
を
基
に
作
成 

 

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
は
、 

ア
ニ
サ
キ
ス
が
寄
生
し
て
い
る

魚
介
類
を
加
熱
不
十
分
な
状
態

で
食
べ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま

す
。
予
防
に
は
、
次
の
４
つ
の

対
策
が
有
効
で
す
。 

① 

新
鮮
な
魚
を
選
び
、
速
や
か

に
内
臓
を
取
り
除
く 

→
 

ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
魚
が

死
ん
で
時
間
が
経
つ
と
内
臓

か
ら
筋
肉
に
移
動
し
ま
す 

② 

目
視
で
確
認
し
て
、
ア
ニ
サ

キ
ス
幼
虫
を
除
去
す
る 

→
 

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
照
射

に
よ
る
確
認
も
有
効
で
す 

③ 

冷
凍
（

-20

℃
で

24

時
間 

 
 

以
上
）
や
加
熱
（
70
℃
以
上

ま
た
は
60
℃
1
分
以
上
） 

④ 

ま
な
板
・
包
丁
を
こ
ま
め
に

洗
う 

市
場
内
で
水
産
物
を
取
扱
う

方
々
は
、
４
つ
の
対
策
は
勿
論

の
こ
と
、 

〇
目
視
の
精
度
を
あ
げ
る 

〇
腹
骨
か
ら
深
く
ト
リ
ミ
ン
グ

し
内
臓
回
り
の
身
を
取
り
除
く 

な
ど
、
よ
り
安
全
に
食
べ
る
た

め
の
ア
ニ
サ
キ
ス
対
策
の
実
践

を
お
願
い
し
ま
す
。 

           

    

 

参
考
：
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食

中
毒
（
大
阪
府
） 
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食
中
毒
を
ぶ
っ
と
ば
せ 

～ 

令
和  

年 

食
中
毒
発
生
状
況 

～ 
 

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
再
整
備
検
討
会
議 

 令和３年病因物質別食中毒発生割合 

 サバに寄生したアニサキス幼虫 
（出典：厚生労働省 HP） 

アニサキス
48%

カンピロバクター・ジェ

ジュニ／コリ
22%

ノロウイルス
10%

ウエルシュ菌
4% その他

16%

全国

           

       /  
23%

ノロウイルス
23%

アニサキス
16%

ウエルシュ菌
15%

その他
23%

大阪府
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大
阪
成
蹊
短
期
大
学
で
「
鳥
取
県

の
ら
っ
き
ょ
う
」
を
使
っ
た  

「
漬
け
る
」
食
育
授
業
を
開
催
！ 

   

６
月
２
日
（
木
）
、
同
短
期  

大
学
に
お
い
て
、
栄
養
学
科
の

１
年
生
約
60
名
を
対
象
に
、

「
鳥
取
県
産
の
根
付
ら
っ
き
ょ

う
」
や
「M

iz
k
a
n

の
市
販
酢
」

を
用
い
た
食
育
授
業
を
行
い
ま

し
た
。 

鳥
取
県
、
JA
全
農
と
っ
と
り

や
㈱M

iz
k
a
n

の
方
々
か
ら

「
産
地
紹
介
」
を
は
じ
め
「
ら
っ

き
ょ
う
栽
培
の
様
子
」
、
原
材
料

の
異
な
る

4

種
類
の
酢
の  

違
い
を
体
験
す
る
「
利
き
酢
」

や
、
調
理
方
法
等
に
つ
い
て  

説
明
を
受
け
た
後
、「
ら
っ
き
ょ

う
漬
け
」
の
実
習
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

学
生
は
、 

「
根
付
ら 

っ
き
ょ
う
」 

と
い
う
季
節 

限
定
の
食
材 

を
通
じ
て
、 

厳
正
な
食
品 

製
造
過
程
を 

実
体
験
す
る 

こ
と
が
で
き
、 

食
を
育
む
意
義
深
い
授
業
と 

な
り
ま
し
た
。 

協
力
：
鳥
取
県
関
西
本
部
、
JA
全

農
と
っ
と
り
、
㈱M

iz
k
a
n

、
北
果 

市場だより（２） 

○
府
議
会
の
新
た
な
体
制 

 

環
境
農
林
水
産
常
任
委
員
会
委

員
等
の
名
簿
が
紹
介
さ
れ
た
。 

○
そ
の
他 

 

3

月
末
に
場
内
で
人
身 

事
故
が
あ
っ
た
が
、
車
両
の
ス

ピ
ー
ド
超
過
や
タ
ー
レ
等
の 

 

逆
走
な
ど
ル
ー
ル
違
反
が
目
立

つ
。
市
や
警
察
か
ら
も
交
通 

ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
管
理
C
、
安
全 

部
会
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。 

 

■
管
理
C
か
ら
の
報
告 

○
活
性
化
事
業 

▽
ハ
ー
ド
事
業 

水
産
仲
卸
A
棟
防
鳥
ネ
ッ
ト

の
設
置
工
事
（ 

7
／ 

3
竣
工
） 

▽
ソ
フ
ト
事
業 

・
大
学
連
携 

JA
全
農
岐
阜
「
ひ
る
が
の
高

原
だ
い
こ
ん
」
講
義
（
6
／

10

）

→
 

追
手
門
学
院
大
学
村
上 

ゼ
ミ
が
リ
モ
ー
ト
に
て
受
講
。 
 

※
協
力
：
ひ
る
が
の
高
原
だ
い
こ
ん 

生
産
出
荷
組
合
、

JA
ひ
る
が
の
、 

JA
全
農
岐
阜
、
北
果 

オ
ー
ル
梅
花
1

DAY
キ
ャ
ン

パ
ス
（
梅
花
中
学
・
高
校
・
大
学  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）（
6
／

19
）

→
 

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
で
開
催
、

飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
に
よ
る

「
飛
騨
や
さ
い
」
の
PR
。 

 

※
協
力
：
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
、 

 

JA
ひ
だ
、

JA
全
農
岐
阜
、
北
果 

梅
花
女
子
大
学
オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス
（
7

/

17
） 

→
 

騨
蔬
菜
出
荷
組
合
に
よ
る

「
飛
騨
ト
マ
ト
」
の
PR
。 

 

※
協
力
：
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
、 

 

JA
ひ
だ
、

JA
全
農
岐
阜
、
北
果 

・
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
「
ロ
ハ
ス
カ
フ

ェ
」
と

JA
小
松
市
春
ト
マ
ト
部
会

の
コ
ラ
ボ
（
7

/

5
～

7

/

15

） 

→
 

「
小
松
と
ま
と
」
を
使
用 

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。 

※
協
力
：

JA
小
松
市
春
ト
マ
ト
部
会
、

JA
全
農
石
川
、
石
川
県
、
大
果 

・
市
場
見
学
の
再
開
（
7

/

7
） 

→
 

タ
キ
イ
園
芸
専
門
学
校
の

見
学
60
名
。 

※
協
力
：
北
果 

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

（
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

                 

○
カ
ラ
ス
対
策 

固
定
式
捕
獲
籠
に
よ
る
捕
獲

に
努
め
る
。
5
月
中
旬
か
ら
捕

獲
数
が
激
減
し
た
た
め
専
門
家

に
よ
る
実
態
調
査
を
予
定
。 

○
禁
煙
対
策 

 

6
月
15
日
現
在
、
通
告
書
交

付
（
違
反
者
）
は
305
件
（
う
ち 

場
外
は
79
件
）
。
警
告
書
交
付

（
再
違
反
者
）
は
28
件→

さ
ら

に
累
犯
で
入
場
禁
止
。 

○
そ
の
他 

・
西

2
号
門
逆
走
車
両
へ
の
対
策 

 

車
両
感
知
遮
断
機
の
設
置
を

検
討
中
。
当
面
、
標
記
門
を 

 

全
日
閉
鎖
す
る
。（
6

/

4

～
） 

・
そ
族
（
ネ
ズ
ミ
）

被
害
防
止
対
策 

 

概
ね
400
万
か
か
る
が
対
策

を
実
施
す
る
か
議
長
が
メ
ン
バ

ー
に
確
認
。
衛
検
所
長
よ
り
、

被
害
数
・
生
息
数
の
低
減
に
は

一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と
の

教
示
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
対
策
実
施
に
賛
同
。 

管
理
C
で
具
体
的
な
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

・
荷
積
替
え
場
所
の
要
望 

青
果
卸
よ
り
、「
産
地
か
ら
荷

の
積
替
え
拠
点
の
ニ
ー
ズ
が 

高
い
。
ま
た
、
本
場
か
ら
の
転

送
コ
ス
ト
も
負
担
が
大
き
い
。

荷
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、 

 

早
期
に
荷
積
替
え
場
所
の
確
保

に 
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

○
維
持
補
修
事
業 

6
月
15
日
現
在
で
61
件
、

1100
万
の
事
業
を
実
施
。 

○
府
依
頼
事
業 

青
果
棟
屋
上
防
水
改
修
工
事

と
水
産
仲
卸
B
棟
低
圧
共
用

幹
線
設
備
改
修
工
事
を
予
定
。 

○
ご
み
関
連 

・
不
法
投
棄 

5
月
は
9
件
で
、
対
策
開
始

前
に
比
べ
て
93.2

%
の
減
少
。 

家
電
の
不
法
投
棄
が
あ
っ
た

が
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
警
察

が
犯
人
を
特
定
し
て
対
処
。 

・
青
果
く
ず
排
出 

 

5
月
は
排
出
量
、
処
理
費
用

と
も
に
対
前
年
比
2.5

%
減
。 

累
計
で
も
排
出
量
、
処
理
費
用

と
も
に
対
前
年
比
2.0

%
減
。 

た
だ
し
、
6
月
15
日
現
在
、

増
加
傾
向
。
大
量
投
棄
は
事
前

に
管
理
Ⅽ
ま
で
連
絡
を
し
て
ほ

し
い
。（
食
品
ロ
ス
削
減
と
受
け

入
れ
体
制
の
準
備
の
た
め
） 

今
後
、
状
況
を
見
極
め
、
従
量

制
に
よ
る
課
金
を
検
討
。 

○
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出 

5
月
は
対
前
年
比
で
排
出

量
、
処
理
費
用
と
も
約
6

%
の

減
少
。
累
計
で
も
排
出
量
、
処
理

費
用
と
も
に
約
26

%
の
減
少
。 

引
き
続
き
更
な
る
削
減
を 

目
指
し
、
外
部
の
持
ち
込
み 

禁
止
、
利
用
可
能
な
パ
レ
ッ
ト

の
再
利
用
を
徹
底
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 


